経済政策総論
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「科学革命の構造」(クーン)

いったん考え方の枠組みができてしまうとそのほかの見え方が見えにくくなってしまうこと。
イメージを形成する仕組みを客観的に。。。
マルクス(社会主義-共産主義)は間違っている
社会が言葉を生んだのではなく言語が社会を生んだのである。
権力を持っている人(お金持ち)に有利
☆お金持ちから税金を取るべき
経済政策で正しい見方
小泉政権の構造改革は駄目。
マルクスのどこが間違ってるか？
経済学だけではなく社会学、政治学も・・・
試験について・・・
前週に総復習はしない！
日本経済-なにが問題なの？
・失業
・有効需要の減少
仕事がない、リストラ、
これらを解決
ケインジアン-貧乏人に仕事を
今の現状
先進国の中で最低の租税負担率(金持ちが税金を払わない)

所得税の最高税率　70%→50%→37%　


プリント
一般会計の予算総額
差額は借金＝国債費
かなりの部分が国債費
GDPにおける一般歳出の割合が下がってきている。
＊国債関連指標の推移
90年代になって急激に増加
近代資本制社会における価値法則の追求
・所有概念の確立
・複式簿記、計算合理性があって初めて生まれた-合理的な経営が可能。(在庫管理)

ユダヤ教では生まれなかった。
共同体の内と外について差別しない
多くの財が同じ値段で落ち着く(需要と供給の関係)

・抽象的(時間超えて)所有と専有
・絶対的-使用、収益、処分
・直和的-ルールがあって使っている
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日本の経済社会　
システム
資本主義社会における経済の役割
マルクスは何を打ち立てたのか？
K.Marxの考え方
ある意味常識なんですо

・(史的)唯物論-唯物弁証法
・唯心論-観念論「病は気から」
　　　　　　 実存主義「実存は本質に先行する」(基本的な原理)

本源的に存在は意識と規定する
存在こそが意識や精神を左右する？
下部構造(生産関係-生産手段)が上部構造を否定する
原始共産制社会(生産したものはみんな平等-生産道具はみんなのものなんです-みんなで共有)

→奴隷社会(共同体以外の労働力を使う)-部族の首長が所有
　　　意欲と労力を持った奴隷に自由を与える
→封建制社会(君主から農奴へ)

　　　生産力の上昇によってその土地をめぐる関係が変わる
→資本制社会(自由な労働者階級が出現)

　社会主義(みんなのもの)

 ☆共産主義(働かざるもの食うべからず)

　　　能力に応じて働き能力に応じて分配(社会主義の理想！)

      能力に応じて働き必要に応じて分配(共産主義-marx-の理想！)

マルクスの弁証論
1(自然界において全てのものに)対立物が存在する-光と影、雇用者と労働者
2対立物の相互浸透性
3量的変化or質的変化への転化
↑これら(マルクス主義)は間違っている！
資本主義から社会主義への変異は必然ではない！
社会主義は計画当局が配分を決定する
　贅沢品と必需品(医療、教育、交通機関-ただ同然)に分ける
例)

車とパンの需要曲線
資本主義では需要と供給の関係から価格が決定
社会主義ではパンはうんと安い
　-計画当局から工場に補助金を出す(赤字になるほど安いから)-ノルマ(生産量)がある
 ＝計画経済(ノルマ割り当てが大事)

計画当局は金をどこから持ってくる？
→贅沢品が鍵。
車の生産数を決めてしまう(＝出回る数が非常に少なくなる)

ゆえにめちゃ×2高い(汗)

工場のコスト以外は税金(間接税)がかかって計画当局が持っていく
問題点→品質無視=数(ノルマ)だけが重視
トラバンテ＝貿易の対象にならない
資本主義にたいする社会主義の大きな欠陥
→next

なぜ封建社会から資本主義社会が生まれたのか？
市場経済(価格が需要と供給の関係で一点に決まるもの)
　　社会主義社会の問題
　　→金利が存在しない
　　どれだけ在庫があってもいつか売れる
　　値段変わらない
　　一物一価
　ゆえに品質向上の努力をしない
　　　　　在庫一掃の努力をしない
5/7(プリント一枚)

社会主義が上手くいかなかった理由
・西山忠則「日本は資本主義ではない」
・資本主義の定義
☆マルクス-資本家と労働者が存在
☆近代所有概念の確立
①企業の大半の株主が日本生命
②株式の持ち合い(三菱銀行-三菱商事など)

→資本主義ではないという意見
日本における
近代所有権概念不確立
・日本-残業手当がない
・プライベートの時間が会社に束縛
=資本主義ではない(資本主義の概念規定の難しさ)

市場経済(=資本主義と定義すると…)

・日本は資本主義にあてはまる
株主=資本家ではない
　持ち合い同士は、会社に意見を言わない-関係継続が目的
社会主義
　組織維持→ノルマを重視し、品質無視
　官僚制→弊害
→これを計画当局がチェック→コスト高い
→社会主義の行き詰まり
・市場機構
　費用…実際に支払う金額、時間
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労働力も商品だ。
無駄なものは無駄なんだ
無駄無駄・・・
経済学の基本的な考え方=マルクス-資本制社会における価値法則の追求
価格が高いのは使用価値が高いから
→水とダイヤモンド
大事なのは使用価値ではなくて交換価値
迂回生産(簡単に生産できるように)できない
投下労働と支配労働の区別
労働時間
限界効用と価格の関係
完全競争ならパレート最適が実現される
お互いにとって最適な状態
図配布
ポイントはパレート最適の実現
市場の失敗
①寡占・独占
②公共財
③費用の劣加法制
④外部性
5/21(プリント一枚配布)
☆市場の失敗
何が失敗?

高利貸し、パチンコ業界は儲かりすぎ
千○大の学生はあほばっかり
→なぜ税金を?

本来の税金でサポートすべきものは公共財(みんなで利用できるもの)なんです。
公共財→非控除性
　　　　　　 非競合性(集団消費)

公園、道路
機会費用(時間的精神的負担も加味)-opportunity cost-

放棄所得(入手困難なチケット、値段にさらに行列で並んだ分が+)

実際に払った金額、並んだ分・・つまり獲得できた所得の分が大事
五時間並んでチケット入手したならその五時間で得ることのできた所得
市場取引費用
取り引きするための費用
軽減装置(法制度の整備-契約不履行の損害賠償等)

3倍額賠償
・情報収集費用
　消費者、情報提供機関
*鶴岡灯油事件
政府の政策=経済政策
　　　　　　　　
国家       法律   犯罪      罰
共同体    模範   逸脱      村八分
個人       良心   反感情   ストレス
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市場と政府
市場経済の規制とは?

☆市場の成立しない状況とは?

M.Weber-マックス・ウェーバーの考え方
「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」(資本主義が生まれる背景に宗教?)

共同体の内と外
一物一価の法則(誰に対しても同じ価格)

差別せず→資本主義が生まれる
完全競争モデル
計算合理性　複式簿記
赤ひげ→金持ちからがっぽり取って、貧乏人からはとらない
ベネディクト・アンダーソン『想像の共同体』
印刷資本、標準語、地図、国勢調査(これらがあってやっと近代国家が成立)

ボブスボウム『創られた伝統』
①市場取引費用の軽減装置　法制度の制備-法的強制力
②市場の失敗-1,独占-独占禁止政策
　　　　　　　　　　 2,外部性-課税
　　　　　　　　　　 3,公共財-公的供給
　　　　　　　　　　 4,費用の劣化法制-公益事業
③富の再分配　連帯感　相続税
④雇用、物価の安定　生命・健康の維持・向上
資本制社会の大きな特徴
市場と組織
限定された合理性
情報の偏在
不確実性
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政府の問題
世界経済システムについてのお話。
ウォーラスティン-資本制社会がどうたらこうたら
世界経済システム-地球規模でのモノ、人、
オランダが中心となって・・・
中核と周辺
人材-周辺→中核
情報-中核→周辺
香辛料
ウォーラスティン「資本主義　差異を見つけて利潤を得る。」
モノカルチャー構造
主要国と周辺国の格差が問題
第一次産業の製品は苦労のわりに高く売れない。(ﾟдﾟ)ﾏｽﾞｰ
グラフｷﾀｰ
↑
空白の20分ヽ(`Дｴ)ﾉ
↓
多国籍企業-大きなウェート。
なぜ多国籍企業がそんなに人気?

国境を越えた活動ができる。。
世界経済を変える存在となる
そのことを問題にしたのが
①ハイロー・キンドルバーガー「寡占形成説」
②アリバー「強い通貨説」
③小宮隆太郎「経営資源活用説」-ブランド・ノウハウ
リッツァ『マクドナルド化する社会』早稲田大学出版社
香料-おいしく感じさせるモノ
多国籍企業が生産する数量は半端でない。
1950年以降・・・(多国籍企業により)

　貧しい所は貧しいまま
　ラテンアメリカの一人当たりGDP

　　1950-55　2.2%

　　1955-60　1.8%

　　1960-65　1.7%

　　1965-70　1.1%

低所得均衡の罠　ライベッシュタイン・ネルソン
結論
マックは止めてモスでフレッシュバーガーを食べた方がいい
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-失業-

価格の変化に応じて市場が動く
利潤を求める=うまくいく
供給量が増えて価格が動かなければうまくいかない。
供給条件の変化に対して価格が硬直的
寡占経済=一般的
値上げしたときの需要曲線
　=お客さんが離れる、追随者がないような曲線
供給条件が変化したとしても価格を変えないのが合理的である。
↑資本主義が優れている理由
～失業問題～ケインズの政策
失業率　5%　完全失業率=完全失業者/労働人口
完全失業者の定義=各月の最後の一週間に求職活動を行ったもの
つまり求職者率である
ゆえに求職意欲喪失者の意味は非常に大きい(=もう駄目っぽいと思ってる)

ほとんどが若い人(30代)
企業は賃金の高い高年層を切りたい、だがそこに若年層の補充をしない=困る
失業保険の割合を下げる・・・(勘弁してほしい)

どうしてこーなった?

マスコミ?政治家?

いや、やっぱり金持ちが悪い(笑)

マクドナルドや金貸しがやっぱり悪い。
ではなぜ金持ちが悪い?

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!(同じ説明を二回したぞ?出るでしょ)

ケインズ以前の学者は失業が起きるのは労働組合が悪いからだと言った
労働の需要供給曲線(グラフ)

ケインズ「賃金引き下げ政策」
労働組合が賃金を引き上げるから失業が起こる!

必要労働時間　110時間になる
　10人　10時間→10人　11時間(賃金を上げる)

ケインズ「↑は違う!」
　10人　10時間→11人　10時間(賃金を上げないで労働供給を確保)

賃金が低くても働きたい人はいっぱいいる!!=非自発的失業
古典派は失業がない状態を想定している、ケインズ「そんな甘いことを言ってられない」
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

金持ちが悪いのはなぜ?

LPを右に上げればよい。
なぜ上がらないか?

ものが売れないから・・
セイ法則　販路法則
供給自ら(生産そのもの)が販路を確保する
総需要=総供給
ものを作れば遅かれ早かれ誰かがものを買う
ケインズ↑そうじゃない
問題なのは有効需要
必ずしも総供給と一致しない。
有効需要が不足しているから色々な問題(労働需要が少ない)が出てくる
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
有効需要の定義?(グラフ)
消費者の消費需要(C)　60%

限界消費性向(余分な収入があった時にどれだけ消費に回すか)を高める
　・金持ちは限りなく0に近い(余分収入あっても使わない)

　・貧乏人は限りなく1に近い(余分な収入を消費にまわす)

そこで出ました商品券配布!(おいおい勘弁してくれぇby武蔵)=世界史上例を見ない暴挙
だから金持ちの租税負担率を上げれ!

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
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一年を通して一番重要な講義らしい
ケインズ(J.M.K'eynes)

　公共投資を増加
ケインズの政策
具体的にどのように問題点を指摘したのか?

ケインズは有効需要(所得の裏付けがある需要)が大切だと言った。
→需要が勝手にわき出てくるわけではない。
グラフ…
有効需要の大きさによって均衡水準変化
ケインズ「そんなに生産しなくていい、どうせ売れないから」
じゃぁどうすればよいのか?

　消費需要(有効需要の6割)を拡大する!　
ケインズ政策
☆限界消費性向(所得が低いほど高い)を高めればいい
　①累進課税
　　生活保護の充実　失業保険の充実
　②低金利政策(消費拡大)

　　投資拡大
↑それでも駄目な場合の切り札
　③公共投資
　　政府支出(税金でもって道路整備)

日本は①と全く逆のことをやって意味なく③をやっているから駄目。
投資と貯蓄について
　利子率の関係で変わってくる
利子率が上がれば上がるほど投資は低くなる
　資金需要と資金供給が等しくなるように利子率を決定する
↑古典派の考え
↓だがケインズは違う
貯蓄というものは利子率の関係だけではなく所得も関するのだо
合成の誤謬-ごびゅう-(個々で合理的だけど全体では駄目)

　貯蓄の増加(みんながやれば)→消費の減少(有効需要の低下)→均衡所得水準が低下する
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新卒者の失業は問題。
失業者数というより求職者数
ケインズ「失業こそは経済学一番の問題」
労働者階級は失業の責任を負う必要はない。
金利生活者の貨幣愛
貧乏人にお金を回すと景気はよくなる
ケインズ経済学
累進課税、生活保護、失業保険
限界消費性向を高める!

限界消費性向を高める意義とは?

・乗数理論(ノート)

　投資の増加で有効需要はそれほど増えない
　限界消費性向が高い状況、投資は非常に高い
百億円の投資で百億円の所得が増える、そして消費が増える
例)ダム建設により労働者へ…
・流動性選好説
①取引動機(取引のために現金を持ってくる)

②予備的動機
③投機的動機
貨幣需要は利子率だけによらない
資金需要、資金供給、
貨幣需要は所得の関数でもある
IS LM分格
つなげてみる
所得
　　　→投資→資本の限界効率　
　　　　　　　　→利子率(流動性選好説)

　　　→消費　限界消費性向
雇用
金持ちがお金を貯め込むこと(流動選好)に問題がある
流動性の罠。
　金融政策とはどのようなものだったか?(まとめ)

金融施策
①公定歩合
②公用市場操作
③法定準備率操作
④窓口規制
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財政金融政策の効果(IS,LS曲線)

資本市場(前回のグラフ)

貯蓄S(saving)

利子率が高いと貯蓄する?=利子率によって貯蓄が決まる?

→貯蓄は所得の関数でもある
ケインズ「利子率がたとえ高くても貯蓄できない状況があり得る」
資本投下しても効率が悪いから投資しなくなる
資本の限界効率(r-return)が低いから投資しない
投資が起こるのは利子率と資本の限界効率の関係である
IS・LM分析の復習(グラフ)

財政政策
・累進課税
・政府支出の拡大
・失業保険
財政支出を増やすと所得水準が上がり、有効需要も増える
金融政策
・取り付き騒ぎ(預金に対して何%手元に置くのか)

・貨幣の流通量
ケインズ「財政政策、金融政策には限界がある!」
流動性の罠(ﾟдﾟ)ﾏｽﾞｰ
不況によって利子率が下がる、銀行がつぶれたりする
手元に現金で保有しよう!=銀行なんて信用できない
→今の日本
ペイオフ:一千万円以上の預金は保証されない
預金もせずに自宅の金庫で保管することになる
2%の金利が最低限=ケインズ
今の日本は0.02%

金利生活者の貨幣愛!(2回目)

ケインズの基本的な考え方のまとめ
前提
①不況の経済学-労働力が余っている状態
②技術進歩を入れていない(短期の理論-技術革新を頭に置いていない)

③競争(寡占などを入れていない、完全な競争)
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貿易として財が国境を越えて移動
資金も移動(外貨預金)

マンデル=フレミング・モデル
国際金融論-国際経済論
変動為替相場制
ＩＳＬＭ曲線-国内
グラフA

変動為替相場制
貨幣供給量を増やすような政策はLM曲線を右にシフトする
利子率を上げるとIS曲線(貯蓄)は右にシフトする
金融政策　金融緩和
為替レートの減価
輸出↑
金融政策は非常に強力
有効需要=消費需要+投資需要+政府支出+(輸出ー輸入)海外支出
Y=C+I+G+(X-M)

↑財市場の均衡式
マンデル=フレミング・モデル
財政政策によってIS曲線を右にシフトさせる=利子率を上げる、国債を発行
　→民間に資金が回らなくなる、資金調達が困難=クラウティングアウト
国内金利と世界金利(r)

国内金利の方が高い場合=為替レートは上がってくる=円高=輸入増
　→輸入に頼る=国内生産は減ってくる
つまり財政政策は無意味である。という結論
金融政策は?

所得を拡大させる
国際協調
↑なぜ金融政策が大きな力を持っているかってこと
可処分所得
C+S=YーT

Y-(C+I+G)=(X-M)

(X-M)=(S-I)+(T-G)

貿易収支=(民間貯蓄ー投資)+(財政黒字ー政府支出)

冷戦時のアメリカ
右式=財政は超赤字、減税、軍需拡大
よって貿易赤字は日本の責任ではない
中曽根首相が日本人に米国製品を二万円買え!というのはあり得ないことだった。
『犬と鬼』『山が消える』という本を読みなさい
1985年以降日本の経済政策は間違いっぱなし
7/23日試験(だいたい出る問題配布)

四問中二問選択して解く。
7/16

マネタリストとケインジアン
基本的なところから違う!

ケインズの政策を批判してきたのがマネタリスト
問題設定から違う
マネタリスト→物価水準の安定が一番の問題
ケインジアン→失業こそが一番の問題
　少々賃金が安くても働きたい人はいっぱいいる=労働需要が少ないのが問題
貨幣供給を増やしたとしてもタンス預金
金利生活者の貨幣愛が問題=寝て暮らせる金持ち
→失業が生まれる
マネタリスト→貨幣の価値が下がるのは問題である
金利生活者がゆっくり暮らせる社会が理想
自由に生産したり
貨幣供給量-k%ルール
だけでいい。貨幣数量だけ調節してやればいい
貨幣数量説
PT=MV

物価水準*取引=貨幣需要*流通速度
P=V/T*M

金利を下げてやる
マネタリスト
貨幣供給量が増えれば利子率が下がるのはまぁ短期的であればあるかもしれない
ただ、貨幣供給が上がれば物価水準が上がる、それは困る、
物価水準上がる=利子率が上がる
名目利子率=実質利子率+予想インフレ率
ケインジアンの政策は無意味だ
名目利子率が上がれば投資は増えない(貨幣中立説)

ケインズ
　利子率
流動性が高いもので持っていたい。
流動性(貨幣の利益,価値)が高い=利子率
マネタリスト
　お金持ちが困るのは困る=怖いのはインフレ
　ケインジアンの政策は短期的なものの見方しかしていない
ケインズ
流動性の罠(利子率の関係で流動性が高まる)という点
貨幣供給LM

流動性の罠にかかってしまっては金融政策など無意味
ﾃｽﾄ予想
2.市場経済体制
英語のプリント
3,公定歩合引き下げの効果?

4,資本主義の定義、5/7のノート参照
5,資本の限界効率、限界消費性向が高い
6,政府の必要性?市場の失敗から四つほどあったはず。
7,流動性の罠による
ケインズ政策が機能しない例
IS曲線が縦のとき?

4.不況期において政府がとる金融政策とは、公定歩合の引き下げや、短期金融市場における中央銀行の短期金融債権などの買い取り等である。金利を引き下げたり、買いオペレーションにしたりすることで民間銀行、民間企業、そして個人が資金を得やすくなる。そうるると様々なことへの消費や投資が増え需要も増え、経済が活性化する。しかし、これは短期的な物であり長くは続かない。深刻な不況期においてはいくら金融政策を行ったとしても国民は将来への不安のために貨幣をどんどん貯蓄にまわしできるだけお金を使わないようにする。そうすると、企業がどんなに良い製品を作っても需要がないので企業も設備投資したりしてお金を使わないので、世の中にお金は出回らない。そうすると経済は全く活性化されず、金融政策も無効になるのである。
10/1

政府の役割
→パレート最適の実現ではない
効率…資源配分　
公正…所得分配
10/8

後期は日本経済の政策課題
1990年以降成長が止まる
株も土地も値段上がらず
→日銀
バブルの原因
高度経済成長の要因
ハロッド・ドーマモデル
投資が大事。その乗数倍だけ資本が増える
ΔK=I

資本の限界効率
利子率の関係で投資するかを決める
K/Y→Cr:資本係数
ΔK/ΔY=Cr

I=CrΔY

s=ΔY

I=S(投資=貯蓄)均衡式
ケインズ経済学における成長率
経済成長率　ΔY/Y=s/Cr

必要資本係数　Cr

貯蓄率　s

1960年代
　Δ…0.30-0.36→これはすごいこと!所得の三割以上が貯蓄
　Cr…3.3　0.33/3.3=0.1=10%

☆景気循環☆
在庫循環(40ヶ月)

投資循環
山から谷へ
景気がよくなったり悪くなったりして
→国際収支の天井
1965年
貿易収支がまだ黒字の状態で天井にぶつかる(人手不足の天井)

1973年(第一次石油危機)

資源制約の天井
1973-79

s…0.32

Cr…6.6　4.8%

1980-85

s…0.32

Cr…8.9　3.6%
全部橋本政権が悪い。。 

今-日銀が銀行株を買う(ﾟДﾟ)ﾊｧ?

じゃぁどうするんだ?

10/15

価値判断
政策目標
G.ミュルダール　「価値前提の明示化」
構　造　改　革。
中身は存在しない。
効率追求
パレート最適だけではまずい
それだけでいいのか?

パレート最適になる点は一点だけではない。
☆公正☆
公正とは平等とも違う
J.Rawls Theoy of Justice

格差があってもいい=一番立場の悪い人を改善するものがあればいい
・機会が平等に与えられている
・能力
無知のヴェール
　お互いのことを知らない
社会を形成するに当たりお互いの能力を知らない
A.Sen

潜在能力
オムロン大分工場(ハンディキャップを持った人が働く)

環境問題
公害先進国
地球温暖化(ToT)

地震(ﾟдﾟ)

最悪の事態が起こった時の最善の策ができてない
目に見えないから防ぎようがない=日本の研究の実体
公害　外部不経済　負の公共財
10/22

効率と公正
開発と環境
川本さんのお話о
10/29(プリント一枚配布)

地球環境問題　グローバリゼーション
ピグ税-公害とか
地球環境問題(一国内での影響だけではない)

一国だけでは地球全体の環境は救えない
日本よりもアメリカの方が圧倒的に労働生産性が高い
アメリカは日本から買うメリットは全然ない。
でも買うのはなぜか?

相対生産性
平均賃金には格差
アメリカとの賃金水準の差を踏まえる
多国籍企業
①ハイマー　キンドルバーガー　価格支配力説
②アリバー　強い通貨説
③小宮隆太郎　経営資源活用説　ブランド、ノウハウ
企業　市場　取引費用(情報収集費用)

組織雇用　メンバー固定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参入自由
行動原理
　指令　　　　　　企業　　
価格　　　　　　　　　　　　　　　　中間組織-企業グループ　　　市場
長期継続的取引慣行
多国籍企業はブランドを重視する=情報収集費用の減少
購買動機に価格以外のものが入る=品質、デザイン
→ブランドとして定着。多少高くても買う。
非常に大事
EXONの例
商標。総費用一億$もかかる
ENCO→EXON

価格差別@独占以上の問題
ブランド確立後めちゃ×2高く売る。
国内市場では高い価格で売り、高くて売れない地域では安く売る
消費者余剰がなくなってしまう…。
11/12(プリント一枚配布)

バブル崩壊後のゼロ成長-失われた10年-

財政赤字
国債
何が問題なのか?

景気の局面と経済政策
経済のサイクル
短期循環
　在庫循環
好況→供給重視
不況→需要重視
　宮沢→土地買え、株買え
　中曽根→外国製品買ってくれ
好況状態で需要を高めてしまった=バブル
地価対策
ローンで土地買う
高金利政策
→地価下がる
バローの中立命題
国債発行残高はそんなに問題にはならない
図7

11/19(プリント一枚配布)

減税はまずくて公共投資
医療教育にお金をかけられない国日本
医療問題とは?

①情報の非対称性
サービスを提供する側と提供される側との情報内容に格差
消費者主権がない
②供給独占
クリーム・スキミング(おいしいところだけ取ってしまう)

③外部性
図3の第一相では高い評価を受けている
保険
・モラルハザード
→保険にかかってるという状況でお医者さんに行きやすい
未然に防ごうとする努力を怠る
・逆選択
病気かもしれないと言う人が保険に入る　　
皆保険
65歳以上の人口が30%以上に...

世界史上でも類を見ない老人国家
→自己負担を増やす
料金を増やすことで保険に入らない人が増えるからあまり意味はない
11/26(プリント一枚配布)

減税はまずくて公共投資の理由@先週
減税が税収につながる=レーガン
税率を下げると税収が上がる(ラッファー曲線)

→笑える曲線=まともではないらしい
なぜ間違っているか??

実際にはレーガンの赤字財政はますますひどくなった
事実アメリカの税率は高すぎなかったから
∴減税はダメです。
武蔵理論☆
増税!相続税100%!タバコ一箱1000円!

現状認識が必要
■年金制度
破綻の危険性がある?

小子高齢化
なぜ年金制度ができたのか?

蓄えておいて、老年に暮らせる
リスク
①いくつまで生きるかわからない(=老後がいつまで続くかわからない)

②インフレ怖い@70

7%で10年で二倍
10%なら7年で二倍価値半分
・積立方式
・賦課方式
今賦課方式
→若い世代が高齢層を支える
ってか国家的詐欺なんですo

年金制度の基本
・国民年金(基礎年金)

給付金額は決まっている
月額13300円払う
60才で月額67000くらいもらえるようになる
本当はもっともらっている。=厚生年金が上乗せ
厚生年金は報酬比例、これまでの報酬によって決まる
基礎年金の財政悪化
第3号問題
職を持っていない主婦への優遇処置
二重負担問題
インフレに対応
積立方式に変更したくても
自分のための積立と賦課方式での二重負担
アメリカのようにしてしまおう
→401(k)

12/3

財政金融政策とは違う。
金融財政政策…マクロ経済(失業・物価・貿易赤字)

産業政策…ミクロ経済(競争促進政策・独占禁止政策・公益事業)

『産業』
「我が国の労働者の10人に1人が自動車産業に従事し、トヨタ・ホンダの激しい競争に巻き込まれているo」
産業とは企業の集まり
代替材を提供している企業の集合=経済学では
部門→国民経済
1人が価格を上げたとしても全体の価格に全く変化はない=競争(価格競争)

トヨタ・ホンダは価格競争していない
『我が国の労働者の10人に1人が自動車部門に従事し、トヨタ・ホンダの激しい開発競争に巻き込まれているo』
産業組織と産業構造との違いとは?

・産業構造論…産業間の資源配分
・産業組織論…産業内の資源配分
①コーリンクラークの法則
②ホフマン法則
消費財産業より資本財産業の発展
重化学工業化(金属化学、機械)

産業構造の変化要因
(1)需要の所得弾力性大
(2)イノヴェーション(技術革新)-供給からの変化
独占禁止政策@競争政策
1890年シャーマン法
鉄道会社　スタンダードオイル
3倍額賠償
12/17(プリント一枚配布@日付は12/12)

規制緩和
相続税　70%→50%

ピークロード価格
電話料金=二部料金制
基本料と通話料
1.経済政策の政策目標に関してマネタリストとケインジアンの違いを簡単に論じなさい。
2.貿易収支の赤字・黒字に対してどのような経済政策を考えるべきか述べなさい
3.財政赤字に対しどのような経済政策がなされるべきか議論しなさい。
4.公共投資の見直しに関して注意すべき点を考えなさい。
5.規制緩和の必要性を「まちづくり」に関連して述べなさい。
6.経済政策と価値判断に関連して,効率と公正について論じなさい。
7.公企業の民営化(郵便事業の民営化など)の問題点を指摘しなさい。
8.環境問題に対する政策手段について述べなさい。
9.医療改革について経済政策の観点から論じなさい。
10.独占禁止政策について対立する学派の考え方を説明しなさい。
11.年金問題を解決するための経済政策を議論しなさい。
12.公共料金のあり方について具体例を挙げて説明しなさい。
マネタリスト→貨幣の価値が下がるのは問題である。物価の安定,お金,

ケインジアン→失業者の問題,働くこと,有効需要が不足しているから失業が生まれる→消費需要を拡大→限界消費性向が大きい人にお金を回す→累進課税を重視,失業手当,生活保障
神降臨。



1.ケインジアン→失業
←有効需要
裁量
マネタリスト→物価水準
←貨幣数量説
ルール-「小さな政府」
2.X-M=(S-I)+(T-G)

貿易黒字
何が問題か?赤字(貿易によって物を買っている)は「悪」なのか?「失業の輸出(アメリカで職がなくなる?)」
日本の「閉鎖性」(アメリカ企業が入ってこれないのは日本が閉鎖的だから?)

日本の閉鎖性はいいのか?悪いのか?

3.配布プリントでの7番
4.有効需要,どのようなときに公共投資?

5.まちづくり→河本さんのお話か?

「市場の失敗」→規制⇔規制の失敗「政府の失敗」
どういうときに起こるのか?

政府の失敗からまちづくりを考える
6.グラフ。へるぷだす
各点で平等,公正,効率
効率
パレート最適
公正
ロールズ基準「マキシミニ原理」
センの基準「潜在能力」
機会がないからいけない,障害者にも機会を!

7.規制緩和と民営化の違いについて
資金調達
運営主体
規制形態
公

公

公企業
私

公

有料化
公

私

民間委託
私

私

民営化
ユニバーサルサービス←クリーム・スキミング(おいしいところ取り)

↑電話はいつでもどこでも通じなければならない?

8.ピグー税
環境汚染にたいして
外部不経済
私的費用が社会的費用と対比
私的費用に税金をかけてしまえ=ピグー税
コースの定理→取引費用ゼロ
9.

10.

11.

12.

2.貿易収支が赤字の場合は,

貿易収支=(民間貯蓄ー投資)+(財政黒字ー政府支出)

貿易黒字=民間貯蓄超過+財政黒字
貿易が赤字ならば,消費抑制政策と投資抑制政策,財政を黒字にする(増税
黒字ならば日本は財政赤字なわけで,民間貯蓄超過が大きいためによる貿易黒字なので,消費拡大政策あるいは,投資促進政策が必要。
5.規制(保護)があると企業が経営努力を怠る。その規制緩和
11.積立もしつつ賦課方式も続けなければならない。=政府が負担するしか。だから財源=増税(相続税,累進課税
8.

9.

4.公共投資の理由。止めることはないんですよ=公共投資の必要性を説く。
景気回復の意味が出るのでは?

1.ケインジアンは,有効需要の原理と流動性選好理論とによって,利子率を望ましい水準に固定させることが政策運営の目標だと主張しており,マネタリストは,長期的には利子率は固定できないのでマネーサプライに注目するべきであるとしている。
ケインジアンは期待インフレ率一定であると考えているため,マネーサプライの上昇によって利子率を引き下げてやることが投資を刺激し有効需要を増やすと考え,これに対しマネタリストは利子率はマネーサプライの増加によって確かに一時的には下がるかもしれないが,長期的には期待インフレ率が上昇することにより名目利子率はむしろ増加するとした。
経済政策全般に関してケインジアンは経済情勢に応じた裁量的な政策を行うべきだと主張する。それに対してマネタリストは裁量的な政策ではなくて,明確なルールに基づいた政策が望ましいとしている。
マネタリストは裁量的政策に対して,経済情勢や景気の動向を的確に把握すること,政策の効果を完全に予測することは困難,政策効果に遅れが発生する可能性を指摘し,ケインズ政策に反対している。
